
                   
 

公益財団法人ジュニアゴルファー育成財団 

平 成 ２ ９ 年 度 用 具 助 成 募 集 要 項 

 

 

助成の概要 

教育機関に対し、ゴルフ競技を普及させるために必要な用具の寄贈もしくは助成を行います。 

 

交付対象 

青少年少女の健全な育成のために、ゴルフ競技の導入・指導を行おうとする、日本国内の小・中・

高等学校等とします。 

 

選考基準 

■ 国内地域のゴルフ界において、全国的な規模で功績と実績があり、今後のジュニアゴルファー

育成に多大なる貢献が期待される教育組織団体 

 

■ 国内地域のゴルフ界において、その地域にて功績と実績があり、今後のジュニアゴルファー育

成に貢献が期待される教育組織団体 

 

■ 国内地域のゴルフ界において、一定の功績と実績はないが、今後のジュニアゴルファー育成に

貢献が期待される教育組織団体 

 

交付する物品の金額 

1校当たり、100万円以内（税込）とします。 

 

対象となる物品 

  対象となる物品は、以下の要件を満たすものとします。 

（1） ゴルフ競技に関連する物品であるもの 

（2） 生徒のために使用するものであること 

（3） 長期間使用できるものであること 

 

募集校数 

  予算に従って選考委員会及び理事会が審査・決定いたします。 

 

 



                   
 

 

申請手続 

用具助成申請書に必要事項を記入の上、希望する物品の内容がわかるもの（カタログ等）を添付し

て、当財団事務局（下記問合せ先）へ申請してください。なお、申請書類は返却いたしません。 

 

申請期限と交付決定 

申請期限：平成 29 年 1月 15日（当日消印有効） 

交付決定：平成 29 年 4月（予定） 

 

審査と結果通知 

当財団の選考委員会及び理事会で審査のうえ、申請校に合否の通知を行います。 

 

中間報告及び事業完了報告 

(1) 平成 29 年 10 月末までに、助成実施中間報告書（指定書式）により助成事業の経過報告を行っ

て下さい。 

(2) 助成事業を完了したときは、完了後一カ月以内に、助成実施完了報告書（指定書式）を提出し

て下さい。 

(3) 助成実施完了報告書（指定書式）の提出がない場合は、給付済み助成金の返還を求める事があ

ります。 

 

なお、助成実施中間報告書の提出期限までに、助成実施完了報告書を提出する場合には、助成実施

中間報告書の提出は必要ありません。 

 

その他 

(1) 助成校に決定した場合、当財団関連の印刷物・ホームページで学校名を公表いたします。 

(2) 申請書類上の個人情報は、助成金審査及び審査結果の連絡に使用し、その他の目的に使用され

ることはありません。 

 

≪ 問合せ先 ≫ 

公益財団法人ジュニアゴルファー育成財団 事務局 

〒110-0015 東京都台東区東上野 1-14-7 アイエムタワー13F 

TEL：03-5812-0562 / FAX：03-3839-3672 

HP：http://jgolf.or.jp 

  


